
（札幌駅乗り換え旭川方面行き特急 旭川駅下車）

市役所

西御料駅

旭川空港

部

医大病院・緑が丘線
　旭川駅乗車 → 医大病院前下車 ( 徒歩約       分）
緑が丘・南高校線 ( 上川神社経由）
　旭川駅乗車 → 南高前下車 ( 徒歩約　   分 )
ひじり野・緑が丘線（上川神社経由）
　旭川駅乗車 → リサーチパーク入口下車 ( 徒歩約     分）

バス利用

タクシー利用 旭川駅前乗車→約       分

旭川電気軌道 ( 旭川駅から約　　分）

 道の⾏政施策の推進や道、市町村が直⾯する⾏政課題に対する取組
のほか、社会的なニーズを的確に捉えた⺠間企業や⼤学･他研究機関と
の共同研究など、産学官の連携を推進しています。

 道⺠、企業、市町村にとって⾝近な機関として効果的な研究成果の普
及のため、研究報告会やセミナー、出前講座などを開催し情報を提供する
ほか、ホームページやSNS等による情報発信を⾏っています。

https://www.hro.or.jp/building/index.html

 寒冷地における住宅や都市の計画･整備及び建築技術に関する研
究調査を⾏い、道⺠の⽣活の向上に寄与することを⽬的として1955
年（昭和30年）に「寒地建築研究所」として設⽴されました。
 その後、1989年（平成元年）に研究領域を拡⼤し名称を「寒地住
宅都市研究所」に変更し、2002年（平成14年）に旭川市への移転を
契機に「北⽅建築総合研究所」として改組しました。
 2010年（平成22年）「地⽅独⽴⾏政法⼈北海道⽴総合研究機構」
の発⾜に伴い「道総研建築研究本部」となり、2018年（平成30年）
には「建築性能試験センター」を設置しました。

2026.3

地方独立
行政法人 

地⽅独⽴⾏政法⼈

北海道⽴総合研究機構 

北海道立総合研究機構 建築研究本部 建築性能試験センター
北方建築総合研究所

研究本部の概要

建築研究本部
建築性能試験センター・北⽅建築総合研究所

ひじり野・南高校線（上川神社経由）
　旭川駅乗車 → リサーチパーク入口下車 ( 徒歩約     分）
緑東大橋・南高校線
　旭川駅乗車 → リサーチパーク入口下車 ( 徒歩約     分）

庁舎に用いられた主な環境負荷低減技術

 快適な室内環境の実現を機械にすべて委ねるのではなく、職員が外気
や昼光の取⼊れをコントロールしています。また、計測に基づきエネ
ルギー使⽤の改善を図っています。

通風窓とロールスクリーンの操作

・夏季は翌⽇の天気予報をもとに、
 夜間の必要開⼝⾯積を判定
・退庁時の通⾵窓の推奨開放度合い
 を当⽇17時に全職員へメールで⾃
 動通知

通⾵窓の開閉は、プログラムを作成
し、より効果的な運⽤を呼びかけ

通⾵窓とロールスクリーンは職員が
個々に快適になるよう操作

庁舎の運用 �������	
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庁舎の概要
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(旭川電気軌道のバスは停まりません）
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ロールスクリーン
Roller shade

ふらのバスラベンダー号（旭川空港から約　　分）

⾏っ

北海道⽴総合研究機構建築研究本部北海道⽴総合研究機構建築研究本部
建築性能試験センター建築性能試験センター旭川オフィス旭川オフィス
北⽅建築総合研究所北⽅建築総合研究所

北海道⽴総合研究機構建築研究本部
建築性能試験センター旭川オフィス
北⽅建築総合研究所

ココです



北総研

執務室
北総研

執務室

建築性能試験センター
（旭川オフィス）

受付･総務課

　アムスラー圧縮試験機

建築物を構成するコンクリー
ト部材等の強度試験を行いま
す。

最大容量　5,000 kN

暴露台 

各種材料を屋外に設置し、自
然環境（凍結融解、積雪、温
度変化 、紫外線、雨など）
による経年劣化を観察します。

暴露架台のサイズ（3.6m×1.6m）
調整角度（0°～90°まで無段階）
最大荷重（積雪仕様500kg，
　　　　　　　　標準仕様300kg） 
試験体の固定方法（任意）

アムスラー圧縮試験機

暴露台

雪冷房用の

貯雪槽

⑤
北総研

執務室
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